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学生への指導方針 

大学院在籍中に、研究の立案と遂行に必要な技術、知識、論理的構成を習得するととも

に、質の高い学術論文を出版することを目標にしています。大阪国際がんセンターの臨

床との共同研究を積極的に行い、医学の発展に貢献できる人材の育成を目指します。ま

た、「人と同じことはしない独創の精神」を持ち、「わくわく感のある研究」を「国際展

開」することで、その道の第一人者となる研究者の育成を目指します。 

学生に対する要望 

がんに苦しむ患者さんがいることを常に意識して研究に取り組むこと。 
主体性を持って研究に取り組むこと。 
研究所の他のメンバーと協調的に研究を進めること。 
英語論文、著書の読解を通して科学英語の習得に積極的に取り組むこと。 

社会人や修士課程の学生さんも歓迎いたします。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06-6945-1181 (内線 4207) 

担 当 者 原田 陽一郎 
(Email) yoharada3@mc.pref.osaka.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 

下の URL アドレスから研究室のホームページを見て頂き、出願前にメール、電話など
で指導教官と連絡を取ること。 

研究活動は、主に下記の研究室所在地で行います。 

 

研究室：大阪市中央区大手前 3-1-69 大阪国際がんセンター研究所 地下 1階  

糖鎖オンコロジー部 

研究室ホームページ：https://oici.jp/laboratory/department/tousa/ 

 

（以下教室紹介） 

研   究   内   容 

 ゲノムやプロテオームの研究では解明できない分野の代表的なものが糖鎖科学（グライコサイエンス）です。
糖鎖ががんの病態に深く関わることは広く知られており、糖鎖発現の変動を指標とした腫瘍マーカーが実際に
臨床の現場で使われています。また、糖鎖合成酵素の遺伝子ノックアウトマウス等を用いた多くの基礎研究か
ら、特定の糖鎖の変化ががんの発症や病態の進展の一因となっており、有望な治療標的の一つであることが明
らかになっています。しかし、大きな社会問題となっている喫煙や感染症によって引き起こされる前がん病変
やがんの治療抵抗性における糖鎖の役割は不明な点が多いです。本部門では、グライコサイエンスの知見に立
脚し、糖鎖や糖代謝をターゲットにしたがんの基礎研究を推進しています。 

 

1) がんと前がん病変における糖鎖、糖代謝の機能と制御に関する研究 

2) がんと前がん病変における糖鎖バイオマーカーの検索に関する研究 
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